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オンラインセミナー

令和２年 10月4日
12：30 13：00 17：00

日
［ 開催日時 ］

オンラインセミナー

無料
60名

参加費

定員

東京都歯科技工士会 研修室
東京都豊島区北大塚2-2-10 ヴィップ大塚香川ビル4F

会場受講

無料
15名

参加費

定員

場所

e-mail：sya-togi@muf.biglobe.ne.jp

［ お問い合わせ ］

１．コロナウイルス感染拡大防止目的によりZOOM（ズーム）システムを用いたオンラインに
よるセミナー開催となります（＊オンライン環境がない方は会場参加可）。

２．生涯研修基本講習として申請しておりますが、現段階においてオンラインよる講義が認定
されていませんので、単位付与不可になる場合もございます。

３．本研修会は東京都保健局よりの委託事業となっております。
　　つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
　　　① 一般社団法人東京都歯科技工士会（都技）会員
　　　② 東京都内在住在勤歯科技工士
　　　③ 学生並びに都技メイト会員（技工学校卒後２年度内の方）

［ 重要なお知らせ ］

● 東京都歯科技工士会会員（上記①番）　　　　　　　　　　　　　  ：９月10日㈭ AM９時～
● 都内在住在勤歯科技工士、学生並びに都技メイト会員（卒後２年度内の方）（上記②③番）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：９月17日㈭ AM９時～
＊受付開始日前のお申し込みは無効とさせて頂きます。
＊定員になり次第締切させて頂きます。

［ 申込期間 ］

① 右記QRコードを読み取り、お申し込みください。
＊QRコードが読み取れない方は下記アドレスまでご一報ください。

　 　メールアドレス：sya-togi@muf.biglobe.ne.jp
② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信されますので
　 ご確認ください。

［ 申込方法 ］

申込用QR

ピカソ

西部ブロック

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技では試験的にLINE公式アカウ
ントを設けましたのでLINEを使用されている方は、是非とも登録をお願い致します。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

都技LINE公式
アカウントQR



基 本 講 習 会 Ⅰ
［ オンラインセミナー ］
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　超高齢社会に突入し、著明な顎堤吸収、菲薄な床下粘膜、唾液
の減少など、無歯顎者の口腔はますます難症例化しています。し
かも、装着される総義歯は支持を全て被圧変位性に富む顎堤粘膜
上に求めるという特殊性を有し、湖に浮かぶボートと同じで、ユ
ラユラと容易に動きます。しかし、硬い石膏模型上で技工作業を
すすめる歯科技工士にとっては、この点の理解が難しく、フラ
ビーガムがあろうがなかろうが、軟組織も硬組織も同じ石膏上と
いうことで、難症例に対する実感が得にくいようです。補綴装置
にアンダーカットがあれば硬組織では入りませんが、軟組織では
問題なく装着できる場合もあります。
　それでは、このように模型と口腔内の性状が大きく異なるとし
たら、咬合器上では歯科技工士はあまり細かく調整する必要はな
いのでしょうか。一部には、｢口が最高の咬合器だ｣などと暴言を
吐く歯科医もおり、試行錯誤を繰り返すとして下顎人工歯のフ
ラットテーブルを多用する先生もいます。いまだに咬合が不安定
なら無咬頭歯を使うなどと書く先生もいます。永らく歯科技工教
育の中心だった歯槽頂間線法則は過去の遺物と捉える先生がいる
一方で、ニュートラルゾーンに排列せよと言われても、舌も頬も
口唇も無い咬合器上で、その本質をどう考えたらよいのでしょう
か。これら咬合に関わる疑念について、我々の研究から咀嚼時の
咬合接触に関して意外な結果が出ています。フルバランスドク
ルージョンとリンガライズドオクルージョンはどちらが優れてい
るのか、前歯部被蓋の与え方、時代とともに変わる審美的な人工
歯排列などについて、臨床医としての本音をお話しします。
　歯科技工をほとんど経験したことのない歯科医師が大半を占め
る現状で、特に有床義歯の質の向上を図るためには、歯科技工士
の果たす役割はますます大きくなっています。限られた時間では
ありますが、多くの写真を供覧し、わかりやすくお話しするつも
りです。

鈴木 哲也
［すずき てつや］
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